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１． はじめに

放送形態と視聴形態の多様化により複数の映像機器（テ
レビ、ビデオ、外部チューナ、ＨＤＤレコーダ等）がユー
ザ宅に設置されることも珍しく無い。これら機器には赤外
線リモコンが装備され、使用する機器の数だけユーザの手
元にリモコンが並べられるようになってきている。
また携帯電話は生活の道具となり、切り離せないインフ

ラとして普及と機能拡充を続けている。各自が一台以上の
携帯電話を持ち、従来は単機能で存在していたモノ（財布、
電車の定期、クレジットカード、リモコン、デジカメ、ボ
イスレコーダ、ビデオカメラ、等）を消化・吸収し、つい
には携帯電話だけ持ち運べば用が足りる程になってきつつ
ある。今後さらなる進化を遂げようとしている携帯電話に
対し様々なアプローチで新機能の開発が行なわれている。
本稿では、既存リモコンの未知なる発光パタンを簡便な

方法で複数の携帯電話に記憶させる方式の試作内容を述べ
適用形態につき考察する。

２． 従来システムの概要

リモコンの製造後でも赤外線の発光パタンを記憶させる
ことができる学習リモコンが存在している [1]。学習リモ
コン使用方法を図１に示す。

学習リモコンは、それ自身が赤外線受光部を持ち、既存
のリモコンと対向させる等して、既存のリモコンから発せ
られる赤外線の発光パタンを記憶し、既存のリモコンにお
ける特定のボタン操作を学習リモコンのボタン操作に関連
付けるものである。学習リモコンに記録した赤外線の発光
パタンは、学習リモコンのボタン操作により発生させるこ
とが可能であり、既存のリモコンでの操作と同様の操作を、
学習リモコンでも行うことができる。

携帯電話における赤外線リモコン技術としては、以下が
ある。
（１）携帯電話に赤外線発光部を組み込み、発光パタンを
ファームに記録することにより、携帯電話を購入後すぐ
に、携帯電話をリモコンとして使うことができる技術
[2] [3]

（２）インターネット上に各種メーカが製造している既存
のリモコンの発光パタンを記録したリモコンアプリケー
ションを配置しておき、必要に応じて携帯電話にリモコ
ンアプリケーションをダウンロードして使えるようにす
る技術 [2] [3]

（３）携帯電話に赤外線発光部と赤外線受光部を組み込ん
だ、赤外線の発光パタンを記憶する学習能力を持った携
帯電話に関する技術 [4]

３ ．従来システムにおける問題

若い世代においては、携帯電話を常に持ち運び、多様な
目的に適用する傾向がある。例えばテレビのリモコン代わ
りに用いることが挙げられる。更に携帯電話は各自が所持
し家庭に複数台の携帯電話があるほどの普及をしている。
また放送形態や視聴形態の多様化によりユーザ宅に映像機
器が複数あることが珍しくない。更にこれからは地上デジ
タル放送用外部チューナ、ＣＡＴＶ用ＳＴＢ、ＩＰ放送用
ＳＴＢ等が新たに加わることが想定される。放送とインタ
ーネットの融合も新たな機器を増やすことになるだろう。
我々はこのような状況を鑑み「複数の映像機器を、複数の
携帯電話で統括して操作できることが求められている」と
の仮説を立て、従来システムを評価した。
二章（１）、（２）は、携帯電話をリモコンとして使用
する前提として、赤外線の発光パタンを記述したプログラ
ムを作成しておく必要がある。また、赤外線の発光パタン
を記述したプログラムを携帯電話にダウンロードすること
により、複数の携帯電話でプログラムを共用することがで
きるが、赤外線の発光パタンを記述したプログラムが作成
されていないリモコンの発光パタンを学習することはでき
ない。すなわち、機器のリモコンコードが既知でない場合
には本技術では対応できない。
二章（３）は、任意のリモコンにおける赤外線の発光パ
タンを学習することができるが、特定の携帯電話で学習し
た赤外線の発光パタンを他の携帯電話で利用することはで
きない。すなわち、複数の携帯電話があった場合に本技術
では携帯電話個数分の学習操作を必要とする。
以上より従来システムでは「既存リモコンの未知なる発
光パタンを簡便な方法で複数の携帯電話に記憶させる手
段」がないと結論した。

４．仮定と課題

適用する機器形態を放送とインターネットを融合した新
たなる映像機器であるＳＴＢと仮定する。これは今後の放
送形態を考えた際に必要とされる機器であると考えたため

既存リモコン学習リモコン学習行為

学習リモコン機器操作

＜図 1　学習リモコン使用方法＞
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である。更に以下の課題を設け、これらを満たした上で三
章の問題を解決することを目的とする。
（１）既存携帯電話をそのまま用いる
（２）リモコンコードの学習は一回のみで、複数の携帯電
話に学習結果を適用する

（３）携帯電話への学習結果の適用は最小限の手順とする

５．試作システム概要

試作システムの構成を図２に示す。

試作システムは、以下の機器からなる（図２（ア）～
（オ）を参照）。
（ア）リモコン学習装置
（イ）表示装置（ＴＶ等）
（ウ）サーバ
（エ）既存リモコン
（オ）携帯電話

リモコン学習装置、サーバはインターネットに接続され、
相互に通信可能である。リモコン学習装置と表示装置（Ｔ
Ｖ等）は映像ケーブル等で接続されており、リモコン学習
装置の出力は表示装置（ＴＶ等）に表示される。リモコン
学習装置は赤外線受光部を持ち、既存リモコンのリモコン
コードを取得する機能を持つ。携帯電話はインターネット
に接続してアプリケーションをダウンロードする機能と赤
外線発光機能を持つとともにアプリケーションから赤外線
発光を指示する機能をもつ。サーバはリモコン学習装置が
取得したリモコンコードを携帯電話用アプリケーションに
組み込み、当該アプリケーションを公開する機能を持つ。

試作システムのユーザ操作は三つのステップからなる
（図２（１）～（３）を参照）。
（１）ガイダンスに従い既存リモコンのボタンを押下し赤
外線を発光する

（２）（１）が終了するとアクセス先ＵＲＬが二次元バー
コードで表示される

（３）携帯電話で（２）のＵＲＬにアクセスし、リモコン
アプリケーションをダウンロードする

試作システムの動作は以下のステップからなる。
（A）リモコン学習装置にてガイダンス表示
（B）既存リモコンを発光させる
（C）リモコン学習装置にてリモコンコード受け付け

（D）リモコン学習装置にてリモコンコードを解析し記憶
（E）リモコン学習装置にて記憶したリモコンコードをサ
ーバに転送

（F）サーバにて携帯電話用アプリケーションを生成
（G）サーバにて(F)へのアクセスURL を生成
（H）リモコン学習装置にて(G)を受け取り
（I）表示装置にて(G)を二次元バーコード表示
（J）携帯電話で(I)を読み取り
（K）携帯電話で(I)にアクセスし携帯電話用アプリケーシ
ョンをダウンロード

（L）携帯電話でリモコンアプリケーションを稼動させる

上記(A)～(F)からなるリモコンコードの学習を一度だけ
行ない、上記(G)～(L)からなる携帯電話へのアプリケーシ
ョンのダウンロードを複数の携帯電話で繰り返すことによ
り「既存リモコンの発光パタンを簡便な方法で複数の携帯
電話に記憶させる」ことが可能となる。

６．考察

四章に示した課題（１）～（３）につき考察する。課題
（１）は既存携帯電話の機能であるインターネットへのア
クセス、二次元バーコード読み取り、赤外線発光を用いる
ことで解決した。課題（２）は学習ステップ(A)～(F)と携
帯電話へのアプリケーションのダウンロードステップ(G)
～(L)を別けることで解決した。課題（３）は携帯電話へ
のアプリケーションのダウンロードステップ(G)～(L)にお
いて二次元バーコードを用いてダウンロードＵＲＬへの誘
導を行なうことで解決した。
本方式はインターネットに接続可能な機器に対しリモコ
ン学習装置を組み込み、サーバと共に使用するものである。
使用形態としては、既存の機器ではなく新たな機器を開発
する際に組み込まれることが想定される。その際の訴求ポ
イントは、携帯電話によるリモコン操作を差別化機能とし
て実装することが挙げられる。

７．まとめ

既存のリモコンの発光パタンを簡便な方法で、複数の携
帯電話に記憶させる方式の試作内容を述べた。
本試作では動作確認をした段階であり、実用に供するに
は、機能とユーザインタフェースのさらなる検討が必要で
ある。今後の展開としては、機器に組み込んで実用化を目
指したい。
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